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研究成果の概要（和文）：太陽系外縁部の遠方のカイパーベルトと呼ばれる領域には謎の天体が多数存在する。
本研究では、遠方のカイパーベルトに未発見惑星があると仮定し、それらの影響をコンピュータシミュレーショ
ンで検証した。従来モデルでは説明できなかった遠方カイパーベルト天体の特性を、このモデルにより再現する
ことに成功した。地球の1.5～3倍質量で、太陽から200～800 au離れた軌道を持ち、傾斜角30度の惑星なら、現
在の観測結果とほぼ一致する。本研究成果により、太陽系外縁部に未発見の惑星が存在する可能性が示唆され
る。今後、こうした惑星を実際に観測する際の指標となることが期待される。（1 auは、太陽から地球までの平
均距離）

研究成果の概要（英文）：There are many mysterious objects in the region of the outer solar system 
known as the distant Kuiper Belt. In this study, we assumed that there is an undiscovered planet in 
the distant Kuiper belt and verified its effects by computer simulations. The model succeeded in 
reproducing the main properties of distant Kuiper Belt objects that could not be explained by 
conventional models considering only the known 8 planets. A hypothetical planet with 1.5 to 3 times 
the mass of the Earth, an orbit 200 to 800 au away from the sun, and an inclination of 30 degrees 
would be in close agreement with current observations. The results of this research suggest the 
possibility of the existence of an undiscovered planet in the outer solar system. It is expected to 
serve as an indicator for the actual observation of such a planet in the future. (1 au is the 
average distance from the Sun to the Earth) 

研究分野： 地球惑星科学

キーワード： 太陽系　太陽系外縁天体　カイパーベルト　未知の惑星　solar system　trans-Neptunian objects　Ku
iper Belt　undiscovered planets
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研究成果の学術的意義や社会的意義
海王星の軌道を超えるカイパーベルト天体は、太陽系における惑星形成の名残であると考えられているため、重
要な存在である。従って、カイパーベルトの形成は、太陽系とその惑星（地球を含む）がどのように、どのよう
な条件で形成されたかを理解するのに役立つ。本研究では、カイパーベルトのより遠方領域を分析した結果、太
陽系外縁部に未発見の惑星が存在すれば、遠方カイパーベルトの特性がよく説明できると分かった。この惑星の
影響を考慮することで、太陽系形成に関する新たな洞察を得ることができる。また、未発見の惑星の存在を予測
しているため、今後の日本や国際的な天体観測によって、太陽系内に新惑星などが発見される可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

●太陽系外縁部に未知の惑星（カイパーベルト惑星）が存在する可能性があるという論文を一部のマスコミに取り上げていただきました。詳細は、以下「KUIPER
BELT PLANET カイパーベルト惑星」のウェブページまでご参照ください： 
https://sites.google.com/site/patryksofialykawka/home/kbp 
 
 
●また、カイパーベルト惑星に関するリリースは下記の通りです： 
 
近畿大学のニュースリリース 
シミュレーションで太陽系外縁部に未発見の惑星がある可能性を示唆　世界初、海王星以遠の天体の特性を再現することに成功 
https://www.kindai.ac.jp/news-pr/news-release/2023/08/039803.html 
 
近畿大学のニュースリリース（英語版） 
Possible Existence of Earth-Like Planet Predicted in the Outskirts of the Solar System -- Kindai University 
https://www.kindai.ac.jp/english/news/news-release/2023/09/039941.html 
 
researchmapのプレスリリース 
シミュレーションで太陽系外縁部に未発見の惑星がある可能性を示唆　世界初、海王星以遠の天体の特性を再現することに成功 
https://researchmap.jp/press_releases/press_releases/view/633014/af5bf73b682ca54a75b5b5f44f3579b1 
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